
 

○定期的に次の防火診断を実施しましょう！  

×印が付いたところは火災予防上危険と見られますので、改善しましょう。 

項 目 判定 質 問 ・ チ ェ ッ ク 項 目 

台 所 

（調理器具等） 

 調理器具を使わないときは、ガスの元栓を閉めているか。  

 ガス漏れ警報器があるか。（コンセントはさしてあるか。）  

 こんろの周囲や上に、ふきんなど燃えやすいものはないか。 

暖房器具 

 給油は、火を消してから行っているか。  

 器具の周りに燃え易い物はないか。  

 ストーブで洗濯物等を乾かしていないか。  

仏 間 

 その場を離れるときは、火を消しているか。  

 ろうそくの炎で花等が焦げていないか。  

 畳、じゅうたんが焦げていないか。  

電気器具 

 コタツやストーブを使わないときは、コンセントを抜く。  

 たこ足配線をしていないか。  

 コンセントは、しっかりささっているか。  

 コードが束ねていないか。 専門員の調査が必要  要 ・ 不 

通報・消火・避

難 

 火事・救急の電話のかけ方は、知っているか。  

 緊急通報装置（ペンダント）の使い方を知っているか。  

 避難しやすいように、整理整頓してあるか。  

たばこ 

 たばこを吸うか。 

 灰皿に水が入っているか。  

 灰皿の吸い殻は、こまめに捨ててあるか。  

地震対策 

 非常持ち出し品は、準備してあるか。  

 たんす等が倒れないように、固定してあるか。  

 枕元に履物が置いてあるか。  

放火対策  家の周りに燃えやすいものは置いてないか。  

住宅用防災器具 
 条例どおり住宅用火災警報器が設置してあるか。  

 消火器を設置している。   型   本 

防炎製品等   □カーテン □じゅうたん □寝具類 その他［   ］ □なし  

《消防からのお願い！》  

○ お出かけ前、就寝前には、必ず火の元の点検を実施しましょう。 
○ 安全に避難するため、病人・老人・幼児・体の不自由な方等の就寝場所は、避難しや
すい場所にしましょう。 

○ 初期消火は重要です。消火器や水バケツの用意をしましょう。（悪質な訪問販売にご
注意ください。） 

○ 早い通報・正確な通報のため、電話の近くに住所・氏名・目標物等を掲示しておき
ましょう。 

 

住 宅 防 火 診 断  


